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－オンリーワンの教育・研究の担い手と多様性の確保のため－



塩田開発
測量技術 エレキテル

漢方医学
火浣布

古い歴史と新しい学問体系を有する大学として
明治9年：香川師範学校開校（教育学部の前身）
明治39年：香川県立農林学校開校（農学部の前身）
大正12年：高松高等商業学校開校（経済学部の前身）

昭和60年：連合農学研究科（愛媛、香川、高知三大学
により構成）

平成16年：地域マネジメント研究科（四国唯一のビジ
ネススクール）

高度な研究実績と地域への還元
○世界で初めての希少糖の生産技術の確立
→ Dープシコース食品の特定保健用食品への活用
○遠隔医療ネットワーク（K－MIX）の開発及び実用化
→ 周産期医療情報ネットワークから、遠隔医療、県内
島嶼部をつなぐ医療ネットワーク等として県の医療を
支え、県外にもネットワーク拡大中

○微細構造デバイス技術の開発
→ 手のひらサイズ分析機器、県内企業との産学連携、
源内ものづくり塾（企業の人材育成）

○地域性・地の利を生かした瀬戸内研究
→ 赤潮研究、エコツーリズム等

平賀源内・久米通賢等の先人の意志を現在に伝える大学として平賀源内・久米通賢等の先人の意志を現在に伝える大学として平賀源内・久米通賢等の先人の意志を現在に伝える大学として



香川大学が地域の国立大学として果たしている主な役割香川大学が地域の国立大学として果たしている主な役割香川大学が地域の国立大学として果たしている主な役割
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☆高度専門職業人の養成の場
●本県の大学院生（952人）のうち856人（90%）が本学に在学。

☆地域内の主要な高等教育の場、他県の若者の来讃の場
●本県内高校卒業者で本県の大学への進学者（810人）のうち365人（45%）が本学へ進学。
●他県高校卒業者で本県の大学への進学者（1,274人）のうち931人（73%）が本学へ進学。

☆高い水準の研究の推進と地域の「創造」の源泉としての貢献
●平成22年度科研費採択状況
本学採択件数 ‥‥218件、教員１人あたり採択率‥‥31%
県内他大学採択合計件数 ‥ 15件、教員１人あたり採択率‥‥ 9%

●産学官連携による新産業創出への貢献‥マイクロマシン技術を用いた小型光学マルチガスセンサ
希少糖を使った新規機能性食品等の開発 等

●瀬戸内圏研究による地域の課題（海苔の色落ち現象の解明と対策技術の開発、地域文化の発見と観光
資源の創造、生涯健康カルテ(ＥＨＲ)ネットワーク構想）の解決に向けた研究と提言
●特別支援教室「すばる」でのLD（学習障害）､ADHD（注意欠陥・多動性障害）等の児童生徒への支援

☆地域の生涯学習の場
●地域マネジメント研究科、法学部・経済学部夜間主コースによる社会人の積極的な受け入れ。
●特別支援教育コーディネータ専修での現職教員へのリカレント教育

☆優れた医師養成、高度先進医療の提供、地域医療の中核
●第１０４回医師国家試験で合格率９７．２％（全国４位）
●県内最大の臨床研修の場（平成22年４月現在の臨床研修医数７９名（中国・四国で２番目の数））



香川大学は時代や国民ニーズの変化にあわせた大学改革の推
進（学内資源の有効活用）に積極的に努力
香川大学は時代や国民ニーズの変化にあわせた大学改革の推香川大学は時代や国民ニーズの変化にあわせた大学改革の推
進（学内資源の有効活用）に積極的に努力進（学内資源の有効活用）に積極的に努力
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☆教育組織と教員組織の分離
→学術研究進展及び社会ニーズに対応した教育研究への柔
軟かつ迅速な対応

☆新たな学部（教養学部（仮称））の設置（学内再編による）
→実践的な教養を持つ香川発のグローバルな人材の養成

☆大学院再編（人文社会系博士課程設置等）
→高度な専門職業人の養成の強化



総収入額 346億円

■ 運営費交付金の推移■ 平成２１年度収入決算

本学の財政状況本学の財政状況

(※) 予算額１０４億円に対し、不足した退職給付金１億円分を過年度の運営費交付金
債務から収益化したことによる。

附属病院収入
120億円

運営費交付金
105億円（※）

学生納付金
38億円

補助金
21億円

施設費補助金
18億円

外部資金
17億円

積立金取崩
16億円

借入金
7億円

その他収入
3億円

引当金取崩
1億円



生物多様性の確保と、教育・研究の多様性の確保は類似概念生物多様性の確保と、教育・研究の多様性の確保は類似概念生物多様性の確保と、教育・研究の多様性の確保は類似概念

種の多様性種の多様性種の多様性

個の多様性個の多様性個の多様性生態系の多様性生態系の多様性生態系の多様性

「遺伝子的変異の多様性」
→各個体の持つ遺伝子

が多様であるほど、環境
の変化、外的などの擾乱
に強くなる。

「気候・地質・生育環境
の多様性」

→ 無数の生物種の組
み合わせにより、各気
候・地質・環境に合わせ
て適者生存。

「生物多様性」

「種の分化・進化」
→ 遺伝子による形

質の伝承と異なる
環境に対する棲み
分け

学問分野の
多様性

学問分野の学問分野の
多様性多様性

個人の研究の
多様性

個人の研究の個人の研究の
多様性多様性

教育・研究環境
の多様性

教育・研究環境教育・研究環境
の多様性の多様性

・他者とは違うオリジナルな研究
・研究の評価・選別（後世に残す
か否か）と、新しい芽の確保
・漸進的イノベーションを支える
多数の選択肢の用意と、破壊的
イノベーションを生み出す突然
変異的シーズの創出

・企業、大学、官の互いの研究
内容、実務内容の尊重と、各セ
クターの最適な組み合わせに
より課題解決、価値創出
・オリジナルな個を生み出し、
活かす教育
・多様性を確保できるような官
の支援

「教育・研究の

多様性」

・新時代の要請に
伴い新たな学問分
野を創成
・個人のオリジナル
な研究を吸い上げ、
次世代に継承
・たこつぼ的な学問
分野から脱却した、
分野融合

大学は多様性の宝庫であり、多様性の削減は、
社会の多様性を減らすもの

大学は多様性の宝庫であり、多様性の削減は、大学は多様性の宝庫であり、多様性の削減は、
社会の多様性を減らすもの社会の多様性を減らすもの



リージョナルセンターとして香川大学が果たすべき役割リージョナルセンターとして香川大学が果たすべき役割リージョナルセンターとして香川大学が果たすべき役割

地域発の世界で
飛躍する人材や
地域を支える人
材を送り出す

地域発の世界で
飛躍する人材や
地域を支える人
材を送り出す

香川県内の医療を支える
○医師、看護師の養成
○臨床研修
○先進医療の提供（研究）
○高リスク・高コスト医療提供
○病診連携・地域医療支援

香川県内の医療を支える
○医師、看護師の養成
○臨床研修
○先進医療の提供（研究）
○高リスク・高コスト医療提供
○病診連携・地域医療支援

香川県内・四国の学
生を育てる（高等教
育の場）

香川県内・四国の学
生を育てる（高等教
育の場）

県内企業との連携により
新産業創出に寄与する
○産学連携、共同研究
○技術者教育、技術相談対応
○技術移転
○知財創出・管理

県内企業との連携により
新産業創出に寄与する
○産学連携、共同研究
○技術者教育、技術相談対応
○技術移転
○知財創出・管理

香川の街づくり・コミュニティ作
りに積極的に関与
○審議会、地域計画策定参画
○防災研修カリキュラム作成、人
材育成、防災研修実施協力
○観光・街づくりプランへの参画

香川の街づくり・コミュニティ作
りに積極的に関与
○審議会、地域計画策定参画
○防災研修カリキュラム作成、人
材育成、防災研修実施協力
○観光・街づくりプランへの参画

地域生涯学習の場を
提供する
○地域マネジメント研究科
○市民講座等の開設
○アウトリーチ活動

地域生涯学習の場を
提供する
○地域マネジメント研究科
○市民講座等の開設
○アウトリーチ活動

高度・最先端の研究成果
を創出する
○新しいシーズの創出
○競争的資金の獲得
○高度研究人材の養成

高度・最先端の研究成果
を創出する
○新しいシーズの創出
○競争的資金の獲得
○高度研究人材の養成

国際連携・大学間連携を進
める
○アジア若手人材の受入・教育
○四国地域大学間交流・連携

国際連携・大学間連携を進
める
○アジア若手人材の受入・教育
○四国地域大学間交流・連携

人の創出
知の創出
地域づくり

香川県内の教育を支える
○教育学部
○附属小学校・中学校等
○教員免許状更新講習

香川県内の教育を支える
○教育学部
○附属小学校・中学校等
○教員免許状更新講習


